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平成27年11月2日（月）　　司会：鳥谷部　久美子　　記録：藤田　孝子
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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・11/3創立記念日について
医療福祉学会

＜ステージ発表＞　9：40～　 メンタルケア病棟4階　千葉記念講堂　

＜ポスター発表＞　8：20～　 メンタルケア病棟3階

　　＜特別講演＞　　 13：00～　 メンタルケア病棟4階　千葉記念講堂

　創立記念写真撮影　　1回目　 9：15集合　9：25撮影
　　　　　　　　　　　2回目　10：00集合　10：10撮影
　創立記念式典・祝賀会　18：00～　八戸プラザホテル
＜青明舎利用者様情報＞
・高柳　和子様　～10/28定期訪問実施。頓服薬服用状況を聞くと、1週間服用しないで過ごせたとの事。冬になると憂鬱になるので、買い物やラジオ・テレビ、部屋の片づけなどをして気分転換を図っていると話している。自分で対応出来ていることを評価している。
・森田　清助様　～10/28定期訪問実施。自宅の固定電話を再契約したとの事で、電話番号を確認している。携帯電話の解約で1万数千円かかったが安心したと話している。
・大久保恒夫様　～10/30定期訪問実施。体調は変わりなく問題ないとのこと。血液検査の結果も良くなっていると話している。

・大久保　律子様～10/301定期訪問実施。体調は特に変わりなく問題ないと話されている。睡眠について、18時頃に就寝すると23時半頃に一度覚醒し、その後、すぐには寝つけず1時頃には再入眠し、7時半頃に起床し、朝食を摂るとのこと。夜中に起きた際に即席麺をほぼ毎日摂っているとのこと。間食等はなるべく控え、食生活を見直す必要性もあることを伝えている。
・中居　美津子様～11/1定期訪問実施。相変わらず猫の尿臭が酷い。ストーブの使用を確認し、使用しているのであれば、ストーブ周辺にある、燃えやすい物の整理をする必要性について話すが、あまり納得できていない様子。膝痛等の状態を聞き服用しているサプリメントの効果を確認。100円ショップから購入しているサプリは、1回2錠飲まないと効かないとのこと。また通販のサプリも注文したと話している。先週の日曜に、飼い猫が他人に連れて行かれ、以前にも同じことがあり、何度か名前を呼んでも戻って来ず、夕方に自分で戻ってきたと話している。猫が自分で首輪を外しているのか聞くと、そうではなく、既に亡くなった友人(神山様)とエアー(幻聴)で話すことがあり、そのことを交際相手(柏崎様)が知っていて嫉妬して猫を連れて行くと話す。交際相手は最近本人宅の近くに引っ越してきたとも話しているが、事実かどうかは不明。本人も柏崎様の顔をはっきり覚えていない様子も伺われている。猫を連れ去るのが柏崎様なのかははっきりしないが、何かあっても自分から行動するのではなく、支援者に相談するよう伝えている。一連の出来事は主治医に全部説明し相談出来ているとのこと。
＜グループホーム入居者様情報＞

　・五日市　規様～右手2指～3指間の手荒れが酷く、10/29皮膚科受診予定だったが、デイケア利用日には受診が出来ないと思い受診していないと話している。11/5受診予定とのこと。入浴状況を確認すると、グループホームで、月・水・金の夕方に入浴していると話している。
・藤村　翔　様　～11/2訪問時、「坂本さんが聞こえます。『飯食えよ』とか、『神に従ってください』だとか、『脈は下げていくから』と言われました。」と話している。世話人に、昨日の行事で残ったペットボトルのお茶が冷蔵庫に入っている為、自分でお茶を作って冷蔵庫に入れることが出来ないと話している。冷蔵庫に入っているお茶は飲んでもいい為、それが無くなってから自分でお茶を作って入れるよう話すと、すぐにお茶を飲んでいる。
・繁名　和恵　様～10/29口臭強く、頭痛、胃痛あり、鹿内内科受診し胃痙攣との事で内服薬処方となる。11/2胃痛があった為、鹿内内科を受診する。尿検査の結果、たんぱく質にも問題なく、すい臓も数値的には問題は無かったとの事。胃痛があるのであれば、消化にいい物を食すように話すが、「体調が悪いのだから、沢山食べて薬を飲んだほうが良いと思います。」と自分の意見を通している。Drはよくかんで食べるようにとだけ話していたとの事。服薬は前回と同様のものが処方になっている。デイケアへは情報提供している。

・下妻　康貴　様～10/30の訪問時、左膝の裏の痛みを訴えている。

＜利用者様情報＞
　・野月　利章様～10/31（土）退院し､本日よりデイケアの利用を再開。朝早くに来所し、処方された薬の整理を行っている。不調を訴えることはなく、プログラムへも積極的に参加。家族間のトラブル等もなく土日を過ごせたとのこと。

　・根地戸　恵様～ミーティング中、急に青陽館に入って来ている。表情硬く、デイケア利用者様（田名部　一樹様・中村　与一郎様）に「ちょっと来なさいよ。」と口調強く話す為、スタッフが介入している。「他の人から聞いたんだけど、中村さんが私の事を気持ち悪いって言った。自分の顔を見てから言えばいいのに。」と話す。他者が言っていた事は事実か不明である事伝える。その後、ミーティングが終わり部屋から出て来た中村様に「私の顔、気持ち悪いって言ったでしょ。自分の顔を見てから言えば。そんな事をするなら落とし入れてやる。何で電話にでないのよ。」と詰め寄る事がある。介入にて徐々に落ち着いて話すことが出来ている。今後はトラブルにならない為にも利用者へ直接話さないようにする事・スタッフに用事がある際は事前に連絡を入れるよう促している。笑顔で「わかった。わかった。」と軽く返事をして帰っている。青明舎・外来へ情報提供している。
　・吉田キクエ様～先週、左脇腹の疼痛があると訴えている。本日のデイナイトケアでは、「少し良くなった。立ち上がるとき痛いし、動けば痛いよ。」と話している。今後も疼痛の有無を確認していく。

　・鈴木真知子様～来所時、体温37.2℃。不調の訴えは聞かれていない。9：50　体温36.4℃　16：00　体温36.7℃。プログラムには、問題なく参加でき不調の訴えも聞かれていない。

＜外来情報＞

・清水　泰雅様　～咳、のどの痛みあるとのことで、小青竜湯5日分処方となっている。
＜事例検討＞
カンファレンスシート（　中村　茂　様）

実施日：H27年11月2日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：工藤・服部・佐々木

　　　　　　参加者：慶長・鳥谷部・佐々木・工藤・服部・藤田・佐藤・坂本・岩澤

検討内容　目標と計画の評価

	氏名
	中村　茂
	性別
	男
	年齢
	53
	生年月日
	1961/11/28

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	基礎的生活習慣の修得、身体機能の維持・向上、対人関係の改善

作業能力・持続性の向上、病識を身につける、社会資源の活用

	本人希望
	身体不調なく、現在の生活を続ける。

	家族希望
	現在の生活を続ける。

	入院歴
	計　2回（最終：H27年3月27日～H27年6月20日）

	通所歴
	　2回目

· 前回：H24年6月25日～27年3月26日（週4回/月・火・木・金曜日）

· 今回：H27年6月21日～現在　　　 　（週4回/月・火・木・金曜日）

	その他サービス利用
	

	住居：

グループホーム　あおめ
	家族構成
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	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳1級
	障害基礎年金1級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）



	備考：特記なし


【目標・治療計画】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	身体不調の訴えあっても、現在の生活を続けることができる。
	①服薬の必要性を理解する。
	①1日の服薬を忘れずに服用し、スタッフと一緒にノートにチェックする。
	①確実な服薬が出来るようになる。（飲み忘れ等があった場合は適宜、振り返り）
   -1：朝食後薬は来所時、昼食・夕食後は各食後、就床前薬は帰る直前に服用する。スタッフと一緒にノートにチェック。

   -2：土日など休日を挟んだ場合は、空の薬包を来所時に持参する。スタッフと一緒にノートにチェックをする。

	
	②身体不調に対する不安を軽減する。
	②下肢筋力向上をする為の運動が出来るようになる。
	②下肢筋力アップの為、運動（足上げ、腹筋、歩行）を行う。スタッフは､本人が不安を訴えた際は傾聴し､不安が軽減出来るよう助言する。

	
	③清潔を保ち、身だしなみを整えられるようになる。
	③保清の必要性を理解し、朝の日課を行い､定期的な入浴ができる。
	③定期的な入浴、服装や身だしなみを整えるようにする。必要時には介入し、拒否があった際は理由を確認。スタッフから保清の必要性を伝え、理解できるようになる。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①1日の服薬を忘れずに服用し、ノートにチェックする。
	達成度100％　休日の服薬時間は多少前後することもあるが、忘薬・怠薬はない。


	現在は周囲の援助により服用する習慣が身についたものの､継続して支援する必要がある為､継続。

	②下肢筋力向上をする為の運動が出来るようになる。
	達成度90％　力が入らない、足がふらつく等の訴えは頻回。歩行運動は問題なく行うことができている。(ウォーキング・ラジオ体操・エアロビックスは出席)
	自分の体調に自信がないこと､不安が強いことから､足の不調を訴えることが目立つ。本人の不安を傾聴し､気持ちを受け止めた上で随時助言する必要がある為､計画を継続。

	③保清の必要性を理解し、朝の日課を行い､定期的な入浴を行う。
	達成度60％　入浴、洗濯、乾燥は週2回実施できている。朝の日課（洗顔・髭そり・歯磨き）は週に2～3回。毎日行うことはできていない為、声掛けを要している。
	8月下旬より、風呂日に、着替え、洗濯、乾燥までを行うようスタッフから提案し実施している。本人より、デイナイトケア利用中に風呂、洗濯、乾燥まですると楽なことに気付いたと話されている。一つ出来る度に本人の行動を肯定的に受け止め評価し､出来ないことがあれば､デイナイトケアにて職員とともに実施して練習していただくこととする。また、本人より入浴の際、上手く洗えていないという訴え聞かれている為、入浴時の実際の洗い方等、今後観察し介入していく。


【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	身体不調の訴えあっても、現在の生活を続けることができる。
	①服薬の必要性を理解する。
	①1日の服薬を忘れずに服用し、スタッフと一緒にノートにチェックする。
	①確実な服薬が出来るようになる。（飲み忘れ等があった場合は適宜、振り返り）
   -1：朝食後薬は来所時、昼食・夕食後は各食後、就床前薬は帰る直前に服用する。スタッフと一緒にノートにチェック。

   -2：土日など休日を挟んだ場合は、空の薬包を来所時に持参する。スタッフと一緒にノートにチェックをする。

	
	②身体不調に対する不安を軽減する。
	②下肢筋力向上をする為の運動が出来るようになる。
	②下肢筋力アップの為、運動（足上げ、腹筋、歩行）を行う。スタッフは､本人が不安を訴えた際は傾聴し､不安が軽減出来るよう助言する。

	
	③清潔を保ち、身だしなみを整えられるようになる。
	③保清の必要性を理解し、朝の日課を行い､定期的な入浴ができる。
	③定期的な入浴、服装や身だしなみを整えるようにする。必要時には介入し、拒否があった際は理由を確認。スタッフから保清の必要性を伝え、理解できるようになる。本人より入浴の際、上手く洗えていないという訴え聞かれている為、今後観察し介入していく。
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